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さんが当初は anything and everything かなと応じつつも、後日になって、
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all things considered の方がより相応しいと訂正したほどに多義的であり、
複雑な概念を秘めた曖昧な言葉である。
　それは、本誌発行の母体であった「共同研究機構」が、有志教員による研
究集団の自発的プロジェクトチームによって編成され、「機構」そのものは予
算配分の役割しか持たないという、「編者造言」で言う〈ヌエ的〉存在にすぎ
なかったことを象徴している。
　だが〈ヌエ的〉なるものは否定的に捉えるべきではない。この号の発行主
体は「共同研究機構」だが、年度替り故に発行者が「総合文化研究所」とな
るという過渡期だった、このために「造言」は東西南北の精神を申送り的言
辞として〈ヌエ的〉という表現に託している。
　責任主体が明確ではない「共同研究機構」とは異なり「研究所」は所長の
元に事務機構も備わるであろうが、理念として「歩きながら考える」とした、
梅根の柔軟で融通無碍の姿勢を尊重し続けて欲しいとする、エビステーメー
（根本認識）の問い直しでもあった。
「総合文化研究所」
　国家の付託に応えることを使命とする国立大学に対して、私立大学は国民
の学習権・被教育権に寄与する場であろう。立脚点が全く異なるのである。
残念なことに、私立大学は権威性や権力志向から、国立大学の路線に歩み寄
ろうとする傾向がある。
　学部増設の折りなどに、監督省庁の許・認可権の威力に庄倒される。そう
いう拘束の下では、カリキュラムに縛られざるを得ない学部、学科が、かな
らずしも自由で闊達に、みずからの研究理念や教育観を実現しがたいことに
ついては理解できる。
　だが国立大学のなかでも、京都大学などには反官学的姿勢が底流にあり、
付属研究所の「人文科学研究所」は、多くの逸材を育てた。そこでは、まさ
しく梅根が夢想したサロン文化が存在していた。ノーベル賞学者は関西から
は生まれても、関東では育ちにくいのである。
　新しく設置された「和光大学総合文化研究所所長室」には、足を踏み入れ
たことがないので判らないが、かつての人文学部長室のように、若い教員達
が「一服しに行く」ような開放空間なのであろうか。
　研究所創設時の思いを知る一人として、そうした空間が創出されることを
期待している。
（すずき　けいすけ）
